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　　　　　　　　　　　　　　　　論文内容’の要旨
　従来，牛の異常産の原因として，感染性のものには乃・‘cん。πLσπαs角加ε，（弛mpンめ6ασ‘erル伽，．B彫（ト
θZZααうor伽，　L¢μ08画rαε麗θrro8απ8，牛ウイルス性下痢・粘膜病ウイルス（BVD・MDV），牛伝染性
鼻気管炎ウイルス，パラインフルエンザウイルス3型などがあり，一方，非感染性のものとしては，遺伝学
的致死因子あるいは奇形因子，植物い飼料・農薬などによる中毒，飼育管理の失宜，さらに妊娠期間中の
gestagenの失調がよく知：られていた。
　1972年夏頃から，乳用牛馳肉民話を問わず流産・早産・死産の多発が注目され始め，．冬から春にかけては
関節轡曲面と内水頭症（A．一H症候群）を伴う異常子牛の出産というパター7を示すものが，比較的長期に
わたって認められた。1975年，．本症は：．Bμπ：yαひεrεdαθ科のB鵬）ραひiπお属・S‘πめu群のAkabane　virus
による新しい感染病であることが明らかとなり，．Akabane　diseaseと呼称されることとなった。
　アカバネ病あ発生はオーストラリア，，イズラエルでも報告されているが，わが国でも本症と類似の疾病が
1949～1950年，、1959～1960年および1964～1967年の3度にわたって発生していた経緯がある。
　このようなこどから，．著者はアカバネ病の発生実態を解明する目的で。野外における異常産の発生とアカ
バネ病の伝播，、流行との関係を血清疫学的に精査し，．牛の抗体保有率の低下とアカバネ病の発生が密接に関
連していることを明らかにした。
　本研究の概要は次のとおりである。
L．牛異常産の発生状況
　1972年8月ふら1986準き月㌔まであi4年間にわだち同病下あ牢破乳用牛，肉用牛）について，異常産の発
生状況を調査した。14年間の異常産母牛延頭数は4，509頭で，．年次別発生頭数は4972年；403頭，．1973年；：
503頭，，1974年；、441頭，．1975年；186頭，、1976年；；μ9頭，．1977年；．699頭，1978年；．245頭，、1979年；290頭，
1980年；；181頭，．1981年；．191頭，、1982年；．331頭，1983年；489頭，1984年；一313頭，：1985年i118頭であった。
　そこで，、肉用田（黒毛和種）における子牛生産頭数に対する異常産発生率を求めたところ異常産発生率は
異常産発生頭数の多かった年が高く：，．発生頭数の少なかった年が縣かった。すなわち，発生頭数の多かった・．
1972年；3．19％，．1973年1－42％、ζ1974年・；’‘L82妬，1977年；2．69％，1978年；1．．39％，」979年11．66％
1982年；1．73％，1983年；2．14％，．1984年；1．74％と高率であった。
　異常産の発生には周期性が認められ，．1972～1974年度，1977～1979年度および1982～1984年度に多発傾向
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を示し，発生周期は5年であった。
　異常産多発年度における発生状況には季節性が認められ，秋季～冬季に多発し，特に1月から4月をピー
クとするA－H症候群を示す先天性異常子牛の出産を．特徴とした。
2．野外発生例の病理学的・微生物学的・血清疫学的検索
　1972年8月から1986年7月までの14年間に原因検索の，ために送付された流死産例；205例，先天性異常例1
200例計405例を中心にして，病理，細菌および血清疫学的検索などを行った。
　病理学的検：索は流死産出子196例，先天牲異常子牛；；191例について，病理解剖学的および病理組織学的検
査を実施した結果，発生例の主要な病理学的所見とし’ては，流死産胎子では胸腹水の貯溜，内臓の脆弱化，
皮下の膠様浸潤，皮下および内臓の出血などがみられ，異常子牛では脳水腫，関節血綿症，機能障害および
小眼球症などであった。
　微生物学的検索は流死産胎子，先天性異常子牛およ1び、これらの臓器，胎膜，母牛の悪露，腔粘液などの150
例について細菌検査を実施した結果，異常産に関与し比とみなすべき純培養状の分離例は49例（32．7％）．で，
分離菌は瓦co‘‘が27例でもっとも多く，次いで＆rφ如coco囎とAc二∫πo⑳）pcesの各4例，1．Pro‘α↓ε¢13’
例，Eπ‘θrobαcεεrと’oseudoノπonαsの各2例などであった。
　アカバネウイルス抗体の検：索は，異常産母牛血清；370例，先天性異常子牛および流死産胎子；198例につ
いて中曲試験を実施した結果，異常産母牛血清では240例（64．9％），異常子牛血清および流死産二子心血で
は119例（60．1％）が抗体陽性であった。
　アカバネ病の流行とベクターとの関連から，，1972～：1985年までの14年間にわたる気象条件を県東部（松江
気象台）および県西部（浜田測候所）について，、毎年8～10月の3か月間の月別平均気温と月間降水量を島
根県農業気象年報から引用した。また，．異常産発生と牛の遺伝的要因を検討する目的で，発生例の交配種雄牛
との関係の有無について，，3代の血統を調べ近交係数を求めた。その他の異常産要因としては，、飼料添加剤
・給与飼料．・農薬轡肥料などの影響についても調査し。．その他，BVD“MDVの中和抗体についても検索・
した。
アカバ禰の流行鵬ける轍および繊差ば抗体保解の差のみに胡と瞬え難ぐ・ベクター雑
の大小の関与が疑われたので，．アカバネ病の流行期である8～10月の3か月間の月別平均気温と月間降水量
を調べた結果，高温と寡雨はアカバネ病の有力なーベクターのrつと考えられているC協coides　oκッs‘oπLα
　（ウシヌカカ）の活動，ひいてはウイ’ルスの伝播に好適な条件となり得るものと判断された。
1’ ﾈ五の検査成績か∫参；l」野外発生例405例’（流死産例；205例，先天性異常例；200例メを発生要因別た区分1
すれば，．アカバネ病；’103例（25．4％），．遺伝的奇形；「55例（13．6％），細菌感染．；49例（12．1％），．BVD・
MDV感染；3例（0．7％）．アイノウイルス感染；1例（0．2％），．原因不明言194例て47．9％）で，、アカバ
ネ病によるものが，、圧倒的に多かった。
3．．アカバネウイルスの抗体保有率
　アカバネウイルスの抗体保有率については，1974～1985年の12年間にブルセラ病検査用に採取された乳用
…牛血清のうち，．毎年．1，000～2，000例を県下全域から無作為に抽出した19，531例を用いヂ中和抗体価を測定．，
　した。
　抗体保有率と牛異常産発生頭数およびアカバネ病の流行との関係を検討するとともに，抗体保有率を正産・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一95一　　　　　　　　　　　　　　　　　．
牛と異常産牛別，異常産内訳別，年齢別，地域別および農家別に比較した。また，一部の牛島については，
2～3年間にわたり，抗体価の推移を追跡した。
　正読牛と異常産牛の抗体保有率には差がみられず，妊娠中にアカバネウイルスの感染を受けても必ずしも
異常産を起こすことなくボ不顕性感染が多いことがうかがわれた。このことはアカバネ病の非流行地から導
入され，妊娠中に本ウイルスの感染を受けた牛群の分娩成績からも裏付けられ，また，感染時の胎齢と異常
産発生との間に密接な関係が見られた。
　異常産母牛の異常産内訳別抗体保有率の比較では，先天性異常子牛分娩母鳥の抗体保有率が流産および死
産母牛よりも高く，アカバネ病による異常産は，A－H症候群などを示す先天性異常との関連性が強いもの
とみなされた。
　年齢別抗体保有率の比較では，本病流行前に生まれたものと流行後に生まれたものとの間に差がみられ，
流行前に生まれたものが，流行後に生まれたものより高ふった。また，地域別抗体保有率の比較では，アカ
バネ病流行直後の1974年および1978年とも，県西部が県東部より明らかに高く，地域差がみられた。
　アカバネ病抗体保有率の年次別推移は，．異常産発生に関連した傾向が認められ，抗体保有率が30％以下に
減少した1977ヶ1979年およ¢1982～1984年1こ本病の再流行が起こり，’異常産が多発したが，その周期は概ね
5年であった。
　アカバネ病抗体陽性牛147頭の抗体価の推移をr．2～3年にわたって追跡した結果，抗体価の低下を認め
なかったことから，，自然感染牛の抗体は急速に消失することなく，．長期間持続するものと判断された。
4．アカバネ病の流行と飼養牛め更新率との関係．
　1979～1985年の7年間にわたってレ毎年，100頭前後の「おとり牛」を配置し，アカバネ病の流行調査を
行った結果，、抗体陽転は毎年認められたが，．年次により抗体陽転率に差が認められ，抗体陽転率が高かった
1979年および1982～1984年に，．異常産が多発した。
　飼養牛の更新率については，，1982～1986年の5か年にわたって，．184戸の酪農家を対象に調査した結果，
r年間に26．0％の牛が更新されていた。
　以上に述べた成績か塩払異常産の発生とアカバネ病との関連性は，．以下のとおり結論づけられた。、
　牛異常産の発生要因は多岐にわたるものの，。主要な原因ばテーカバネ病によるものと判断され，異常産は概
ね5年の周期で多発した。異常産の多発はアカバネ病によることが確認され，本病の流行に周期性が認めら
れる翠として物抗体保有率の低下との密撚関連齢明『カ｝になり・抗体鮪率が30一下願話す
ると；アカバネウイルスの再流行が起こり，．’異常産が多発した。
’また，．アカバネ病自然感染牛の抗体は，．急速1ζ消失することなく，．長期間持続したことから，、抗体保有率
の減少はト同一個体の抗体陰面によるものとは考えられず，．1年間に飼養牛の26％が更新されることに伴い．
抗体陽性牛が淘汰されることたよるもめと判断されぢ。
　さらに，．「お乏り牛」によるアカバネ病の流行調査において，．抗体陽転が毎年認められたことがら，アカ
バネウイルスの獅期に繭集．ウイルスとベクターが存在郊ものと判断された斌年次により抗体陽転・
率に著しい差が認あられた。このような流行の年次および地域差ほ∫牛め抗体保有率め高低によるのみとは
考え難かったので，ベクタ』との関係から気象条件を検討した結果，流行期における気温および降水量の影
響が示唆され・．アウバネ病の流行期である8～10月の高温と寡雨は・・本病の有力なベクターマ）1つと考えら
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れているウシヌカカの活動，ひいてはウイルスの伝播に好適な条件となり得るものと思われた。
　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果要旨
　1972年頃から九州・中四国地方を中心にして牛の流産・早産・死産・異常子牛の出産が数多く認められ，
この原因は1975年にBBπ）’α加r認αθ科の、B槻）Pαり‘配s属・Simbu群｝こ分類されるAkabane　virusである
ことが明らかとなり，本症はアカバネ病と呼称されることとなった。
　著者はアカバネ病の発生実態を解明する目的で，野外における異常産の発生とAkabane　virusの伝播・
流行との関係を血清疫学的に検：厳し，牛のAkabane　virus抗体保有率の低下が本症の発生・流行に密接に
関連していることを明らかにした。本論文の概要は次のとおりである。
1．牛異常産の発生状況
　1972年から1986年までの14年間にわたり，島根県下の肉用牛・乳用牛について異常産の発生状況を調査し
た結果，異常産野牛の総延頭数は4，509頭であった。異常産の発生は1972年～1974年度，1977～19ウ9年度及
び1982～1984年度に多発傾向を示し，発生周期はほぼ5年であった。丙用牛（黒毛和種）における異常産発
生率は，1972年度；3。19％，．1973年度；2．42％，1974年度；1．82％，1977年度；2．69％，1978年度；1．39％，
1979年度；’1．66％，1982年度；1．73％，1983年度；2．14％，1984年度；1．74％であった。
　異常産多発年度における発生状況には季節性があって秋季～冬季に多発し，特に1月から4月をピークと
する先天性異常（関節轡曲症十内水頭症；A．一H症候群）子牛の出産を特徴とした。
2．野外発生例の病理学的ぴ微生物学的ひ血清疫学的検索　　　　　　　、
　流死産例；205頭，．先天性異常例；，200頭及び異常産母牛（血清）；370頭を主な検：査対象とし，材料に応じ
てそれぞれ病理学的“微生物学的噺血清疫学的検索を実施した。
　発生例の主要な病理学的所見としては，流死産里子では胸腹水の貯溜，内臓の脆弱化，皮下の膠様浸潤，
皮下及び内臓の出血などが認められ，．異常子牛では脳水腫，．関節轡曲・機能障害及び小眠球症などであうた。
　微生物学的検索の結果，異常産に関与したと判定されたものは49例で，．瓦coiε分離例が最も多く，、次い
でSarεPめcocα爲，．∠4e診iπom．：ycθs，、　Pro直eμs，　Eπ‘θroδαc‘e町、　Pseμd6moπαsなどであった。
　Akabane　virus抗体の検索は平和試験にて実施し，、異常産母牛血清では64．9％（240／370），、異常子牛
血清及び流死産胎子心血では60．1％（119／198）・が抗体陽性であった。
デカバネ興行期（8暮鰻！聯と寡騨5三二ζと禦シヌカカなどの働ひいてはウイル
スの伝播に好条件となるものと判断ざれた。その他の異常産発生要因として遺伝的関係・飼料関係・農薬関
係などの影響及び他ウイルス感染についても検索したb
堕上記の検査成績から，、野外発生例405頭（205頭流死産例＋200頭先天異常例）を発生要因別1ζ区分すμば，．ア
カバネ病．；103例（25．4％），．遺伝的奇形；、55例（13．6％），、細菌感染；，49例（12．1％），、BVD－MDV感染；．
3例（o．7％）．Aino　virus感染；．1例（o．2％），及び原因不明．；；194例（47．9％）であった。
3．アカバネウイルスの抗体保有率
　1974～1985年の12年間の島根県下全域がら無作為に抽出した乳用牛血清の19，531例について中和抗体価を
測定した結果，．正産牛と異常産牛での抗体保有率には有意差を認めず，妊娠中にAkabane　virusの感染を
受けても必ずしも異常産を起こすことなく，‘ s顕性感染として経過するものが多いことを示したもこ④ζと
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はアカバネ病非流行地から導入後，本ウイルスの感染を受けた妊娠牛群の分娩成績からも裏付けられた。
　異常産母牛の抗体保有率は先天性異常子牛分娩母牛が流死産母牛より高く，本症ではA－H症候群などを
示す先天性異常の出現と強く関連しているものとみなされた。
　年齢別抗体保有率の比較では，本症流行前に生まれた個体が流行後に生ま・れたものに此べて有意に高率で
あった。また，地域別抗体保有率の比較では，本症流行直後の1974年及び1978年ともに県西部が県東部より
明らかに高率であった。
　年次別抗体保有率の推移では，抗体保有率が30％以下に減少した1977～1979年及び1982～1984年に本症の
再流行を生じ，その周期は概ね5年であった。なお，抗体陽性牛（147頭）の抗体価の推移を2～3年にわ
たって追跡した結果，抗体価の低下をほとんど認めなかったことから，自然感染牛の抗体は急速に消失する
ことなく，比較的長期間持続するものと考えられた。
4．アカバネ病の流行と飼養牛の更新率との関係
　1979年～1985年の7年間にわたり，毎年約100頭の「おとり牛」を配置してアカバネ病の流行調査を行っ
た結果，抗体陽転率の高かった1979年及び1982～1984年に異常産が多発した。
　そして，1982～1986年の5年間にわたって，184酪農家の飼養牛につきその更新率を調査した結果，1年
間に約26．0％の牛が更新されていた。ヤ
　著者は上記の研究結果から，アカバネ病による異常産の発生には概ね5年の周期性を確認し，牛のAkaba－
ne　virus抗体保有率が30％レベルに低下すると本症の再流行が起こることを明らかにした。そして，アカバ
ネ病自然感染牛における抗体保有率の低下は抗体の陰面によるものではなく．1．年間に飼養牛の約26％が更
新されることに伴う抗体陽性牛の淘汰によるものと結論した。本研究は，，アカバネ病の疫学に関する新知見
であって，．獣医微生物学並びに家畜衛生学上，、寄与するところ大であり，．獣医学博士の学位を授与するにふ
さわしい業績として評価する。
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